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平成 9 年 1 月に， 文部省は 「教育改革プログラム 」 を発表した。それによると，国民一人ひ

とりが将来に夢や目標を抱き，創造性とチャレンジ精神を存分に発揮できる社会をつくるため

に，教育改革を実行するに当たっての基本的な視点を次のように定めている。「我が国の唯一の

資源である人材を育成するという視点と同時に，一人一人の子供の個性を尊重しつつ，正義感，

思いやり，創造性，国際性をはぐくみ， 生涯にわたりその能力を最大限発揮できるようにする

という視点が重要である。」

そして，そのためには，教育制度における多様で柔軟な対応を進めるとともに，学校の枠に

閉じこもらず，外の世界に大きく眼を向けた，より広い視野からの改革に取り組む，としてい

る。

目下，21世紀を主体的に生きる子どもを育てるため，教育改革のまっただ中である。第十五

期中央教育審議会の 「第一次答申 」 は，子ども一人ひとりに 「生きる力」をはぐくむことを提

言している。これは，自ら学ぶ意欲や思考力，判断力，表現ヵなどの資質や能力の育成を重視

する，新学力観に立つ教育の理念と軌を一にするものである。すなわち新学力観に立つ教育を

一層充実させることが，子どもの 「生きる力」 の育成につながるものである。

本シリーズ『新学力観のための評価と指導』は，このような基本的な考え方に立つとともに，

これまでの各学校での実践を振り返り，理論的な検討を加えながら，評価と指導のあり方を問

い直し，子どもの 「生きる力」 をはぐくむための教師の力屈を高めることをめざして刊行する

ものである。

第I巻『評価で子どもを育てる』 は，子どもの豊かな成長をはぐくみ，子どものよさや可能

性を見い出し伸ばす評価と指尊，主体的に 「生きる力」 を育てる評価と指導など， 「子どもを育

てる」 ことに視点を据えた評価のあり方を中心に構成している。
「子どもを育てる」 ということは，子どもをどうとらえるかという子ども観を抜きにして語

ることはできない。子ども一人ひとりは，よさや可能性に満ちた存在であり，そのような子ど

も観に立ってはじめて，子どもの学びや育ちが見えてくる。子どもは 「何もできない。何もわ

からない」 存在としてとらえるとき，そこでは教師の教え込みや子どもを引っ張っていく指導

になりやすい。子どもの多様な問題意識や意欲など，本来内在しているよさをどう引き出すか。

また，子ども一人ひとりの学習活動に即して，教師はどう評価し支援するか。ここでの子ども

の活動と教師の指導（支援，評価）とのかかわりは，「指導→評価」ではなく，「評価（子ども理



解） →指導」 の関係である。

子どもをどう理解するかということは，子どもを育てる出発点である。「初めに子ども理解あ

りき」 ―これは，子育ての原則である。また，子どもを育てるためには，教師と保護者と地

域社会の住民が，それぞれの役割を果たしながら，互いに連携・協力し合ってかかわっていく

ことが求められている。

本シリーズ『新学力観のための評価と指導』 は， 本書『評価で子どもを育てる』のほかに，

『評価で授業を変える』と『評価で学校を創る』の全 3 巻から構成されている。新しい評価と

指導の考え方に立って，子どもをとらえ， 授業を改善するとともに，新しい学校を創っていく

ことによって，21世紀を主体的に生きる子どもを育てることができるようになる。本シリ ーズ

が， 子ども一人ひとりに 「生きる力」 をはぐくむことを根底に据え，日々の授業を改善し，新

しい学校を創るために活用されることを心より願っている。

終わりに， 貴重な論説や実践をご提供，ご執銃いただいた先生方に）単くお礼を申しあげると

ともに， 本シリ ーズの企画と出版の機会を与えていただいた，（樹ぎょうせいの米澤泰治氏， 齋

藤健治氏には，心より感謝の意を表したい。

平成9年2月

11 

編著者 藤岡 完治

北 俊夫
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